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 水は、海や地表の水が蒸発し、雲になり、雨として降り、河川や地下を流れ、再び海に

戻るという循環を繰り返しています。この循環 （「 水循環」と言います）の過程で、私た

ちは「水の恵み」を享受しています。 

 しかしながら近年、気候変動、森林・農地の減少やコンクリート等の舗装面積の増加、

水を多用する生活様式の普及等により、洪水や渇水が頻繁に発生するなど、水循環に様々

な影響が生じています。 

 

 このような中、水循環の適正化の一環として、平成26年 5 月、「雨水の利用の推進に関

する法律」（いわゆる「雨水法 」） が制定されました。雨水を貯留して水洗便所や散水等

への使用を推進することにより、水資源の有効利用を図るとともに、河川等への雨水の集

中的な流出を抑制するものです。 

 雨水法では、国や地方公共団体などが、雨水利用推進の施策を講じるとともに、事業者

や国民の皆さんも自ら雨水の利用に努めるという責務も定められています。 

 

 昭和53年、平成 6 年など度重なる渇水に見舞われた本県では、雨水法制定前から、県有

施設での雨水利用を進めるとともに、平成10年に「雨水利用マニュアル」を策定し、市町

村や民間事業者における雨水利用施設の設置を呼びかけてまいりました。 

 この度、雨水法の制定を踏まえ、水循環の適正化という観点から流出抑制の視点も加え、

マニュアルを改訂することとなりました。 

 

 この新しい「雨水利用マニュアル」が、本県の雨水利用に対する関心の高まりとともに、

雨水利用の普及促進につながれば幸いです。 

は じ め に  

 雨水利用の推進は、持続可能な開発目標（ SDGs ）の目標 6 （水・衛生）「すべての

人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する」や目標 13（気候変動）

「気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる」等に資する取り組みで

す。 
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（１）地勢 

 福岡県は、九州北部に位置し、総面積

4,987.64 ㎢（令和 4 年 4 月現在 ）、 総人

口 5,105.6 千人（令和 4 年 4 月現在 ）、

人口密度が 1,024 人 / ㎢であり、三大都

市圏（※）以外では 1,000 人 / ㎢を超え

ている唯一の県です。 

主な山岳は、釈迦岳（ 1,230m ）、 英彦

山（ 1,199m ）等で高い山はなく、これら

を源とする河川は、一級河川 4 水系

（ 193 河川 ）、 二級河川52水系（ 149 河

川）がありますが、大きな河川が少ない

地勢となっています。 

（※）三大都市圏：首都圏、近畿圏、中部圏をいう。 

 

（２）降水量 

本県の気象状況は、年平均降水量は 1,831mm で全国平均の 1,733mm とほぼ同程度です

が、人口一人当たりに換算すると、福岡県は 1,789 ㎥ / 年・人であり、全国平均 5,115

㎥ / 年・人の約 3 分の 1 に過ぎません。 

また、本県における実際に利用可能な水量（降水総量－蒸発散等により失われる量）

は 1,016 ㎥ / 年・人で、これについても全国平均の 3,351 ㎥ / 年・人の約 3 分の 1 とな

っています。 

 

 

１  福 岡 県 の 水 事 情  

出 典 ： わ た し た ち の 福 岡 県  令 和 ４ 年 度 版  
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（３）渇水の状況 

本県は、人口が密集しているうえ山が浅く大きな河川が少ないため、県域内で自ら供

給する水資源に乏しい県です。 

このため、本県では渇水が頻発しており、平成以降だけでも平成 6 年の列島大渇水を

皮切りに 7 年、11年、14年、17年、18年、22年、令和元年に渇水に見舞われ、 4 年に 1

回の割合で渇水になっています。 

これまで、本県ではダム建設や水の有効利用等の取り組みを行い、水資源の安定的確

保に努めてまいりましたが、近年は危機的な渇水、大規模自然災害、施設の老朽化・劣

化に伴う大規模事故など新たなリスクや課題が顕在化し、水資源を取り巻く環境が変化

してきています。 

このため、既存施設を最大限に有効活用していくことと合わせ、ソフト対策を一体的

に推進することによって、今後も安全で安心できる水を安定して利用できる仕組みづく

りに取り組む必要があります。 

 

【本県における平成 6 年以降の渇水対策本部設置状況】 

渇水年

　平成 6年 365日間 H6.7.6 ～ H7.7.5

　平成 7年冬期 186日間 H7.12.19 ～ H8.6.21

　平成11年冬期 121日間 H11.2.25 ～ H11.6.25

　平成14年 213日間 H14.9.30 ～ H15.4.30

　平成17年 21日間 H17.6.22 ～ H17.7.12

　平成18年冬期 64日間 H18.2.8 ～ H18.4.12

　平成22年冬期 152日間 H22.12.27 ～ H23.5.27

　令和元年 56日間 R1.6.26 ～ R1.8.20

渇水対策本部等設置期間
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（１）これまでの取り組み 

本県では、水資源の安定的確保を図るため、これまで57のダムなどの水資源開発施設

や海水淡水化施設が建設されました。 

（２）今後の取り組み 

危機的な渇水、大規模自然災害、施設の老朽化・劣化に伴う大規模事故など、近年の

新たなリスクの可能性を踏まえ、今後は既存施設の活用にあわせ水の有効利用や節水意

識の啓発など、ソフト対策が重要となります。 

このような状況のなかで、身近な水資源である雨水の活用は、水資源の有効利用を図

る手法の一つとして今後さらに促進していく必要があります。 

２  福 岡 県 の 水 資 源 対 策  

出 典 ： 令 和 3 年 度 福 岡 県 の 水 道  
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 福岡県の年降水量は、平均約 1,831mm です。その総量は約91億㎥にもなります。 

 そのうちの一部は蒸発散等により失われるため、実際に利用可能な水量は約52億㎥です。 

 福岡県の水道用水の需要量は令和 2 年度で約 5 億㎥でしたが、これは利用可能な水量の

10％程度しか利用していないことになります。 

 ここで、水資源に乏しい離島などでは雨水が貴重な水として利用されているように、県

内で雨水を利用すればどのような効果があるのでしょうか。 

県内の一戸建て住宅約 100 万戸で雨水利用をした場合の効果を考えていきます。 

 一戸建て住宅の屋根面積80㎡とすると、一戸あたりでは年間約 132 ㎥、全体では 1 億

3200万㎥もの貯水ができます。この量は、現在県内で最も大きいダムである五ケ山ダム

（有効貯水容量 3,970 万㎥）の約 3 個分にあたります。 

 一方、一戸建て居住の平均世帯人数 2.6 人の水利用を考えると、 1 人 1 日あたりの水道

水使用量215Lのうち、トイレ洗浄水、掃除及び洗車・散水の使用水量は約 22% で、一戸あ

たり日量約120L、年間使用量約44㎥となり、屋根に降る雨水で補うことができる量となっ

ています。 

 仮に県内全ての戸建て住宅で、トイレ洗浄水、掃除及び洗車・散水の水を水道用水から

雨水に振り返れば、日量約12万㎥の水道用水が節水されることとなります。これは福岡県

の中核市である久留米市における上水道一日最大給水量の 1.5 倍に相当します。 

 

 このように、雨水を貯めて水資源の一部として有効に活用することにより、水道用水の

節水に大きく貢献するとともに、下水道や河川に流れ出るのを遅らせる、または減らすこ

とができるため、浸水被害の軽減にも繋がります。 

１  雨 水 利 用 の 効 果  
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雨水利用の用途・目的は、水洗便所、散水、清掃用水、環境用水（※ ）、 消火や防災用

水など多岐にわたります。具体的には以下のようなものが想定されます。 

（※）環境用水とは、水質、親水空間、修景等生活環境又は自然環境の維持、改善等を図

ることを目的とした用水のことです。 

①平常時における水資源としての有効利用 

例 ： 雨 水 利 用 施 設 設 置 に よ る 水 洗 便 所 等 で の 雨 水 の 活 用 （ 平 時 ） 

②緊急時の代替水源 

例 ： 災 害 等 断 水 時 に お け る 水 洗 便 所 等 で の 雨 水 の 活 用 

③渇水時における自立分散型の水資源 

例 ： 雨 水 タ ン ク 設 置 に よ る 散 水 と し て の 活 用 

④雨水の集中的な流出抑制 

※ 次 ペ ー ジ の 【 コ ラ ム 】 を 参 照 

⑤夏期の暑さ対策 

例 ： 雨 水 に よ る 打 ち 水 

⑥健全な水循環の維持・回復 

例 ： 浸 透 機 能 併 用 に よ る 地 下 水 の 涵 養 

【参考】 

（左）①、②の例（雨水貯留槽）      （右）③の例（雨水タンク） 

 

 

 

 

 

 

 

※雨水利用（貯留）施設設置において、雨を有効活用するための容量や雨水利用可能率

の算出方法は、第３章において詳しく説明します。 

２  雨 水 利 用 の 用 途 ・ 目 的  

雨 雨
雨

雨

雨

設置部分▶

1．雨が雨樋に流れ込む

2．設置部分より取水

3．タンクに雨水が貯まる

※満水時は樋から排水される

出 典 ： 国 土 交 通 省  
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 かつては、降った雨の多くは地面から地中に浸透し、地下水の涵養や河川への流出抑制

などに寄与していました。 

 しかし近年、市街地の拡大による森林・農地の減少や、地表がコンクリートやアスファ

ルトで覆われたことなどにより、雨水は地中に浸透できず直接下水道や河川へ流出するよ

うになりました。気候変動の影響による豪雨も発生頻度が増しており、河川の氾濫や内水

氾濫のリスクが増大しています。 

【都市化による雨水流出量の増加】 

 

 

 

 

 このようなリスクに備えるためには、雨水の流出抑制に取組み、健全な水循環を確保す

る必要があります。平成26年に制定された雨水法においても、流出抑制について言及され

ています。 （「 参考資料」参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 コ ラ ム 】 ～ 雨 水 の 流 出 抑 制 と は ～  

出 典 ： 国 土 交 通 省 「 雨 水 貯 留 浸 透 施 設 の 設 置 に 対 す る 支 援 措 置 の ご 紹 介 」  

［ 作 成 ： （ 公 社 ） 雨 水 貯 留 浸 透 技 術 協 会 ］  

出 典 ： 内 閣 官 房 水 循 環 政 策 本 部 事 務 局  

雨水の大半は地中に浸透したり、水田やため池に
貯留され河川への流出は抑えられます。   

地表がコンクリートやアスファルトで覆われたり、森林や
水田・ため池がなくなることにより、雨水が短時間に集中
して下水道・河川へ流出し、浸水被害が増加します。  
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 雨水の流出抑制は、①貯留槽などを設置して雨水を一時的に貯留する方法と、②雨水を

地下に分散・浸透させる方法があります。 

 

①貯留槽などを設置して雨水を一時的に貯留する方法 

豪雨の際に一時的に雨水を貯留槽等に溜め、下水道や河川への流入のピークを超えて

から排水することで、河川の氾濫等を防ぎます。 

（例）公園貯留、校庭貯留、建築物の雨水貯留施設 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②雨水を地下に分散・浸透させる方法 

雨水を地下に浸透させることにより、

地表から下水道や河川への流入量を減

らすことで、河川の氾濫等を防ぎます。 

 （例）浸透桝、浸透管、 

透水性舗装  等 

 

出 典 ： 福 岡 市 Ｈ Ｐ 「 山 王 雨 水 調 整 池 」  

出 典 ： 福 岡 市 Ｈ Ｐ 「 敷 地 面 積 1 , 0 0 0 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 施 設 に お け る 雨 水 流 出 抑 制 の お 願 い 」  
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 本県は、水資源の安定的確保のため、次のような雨水利用の取り組みを行っています。 

（１） 公用または公共用建築物における水の再利用施設設置推進 

（２） 雨水利用推進モニター事業（雨水タンク設置） 

（３） 雨水利用の事例集の発行 

（４） 県内市町村における助成制度 

 

（１）公用または公共用建築物における水の再利用施設設置推進 

 本県では、「福岡県の公用または公共用建築物における水の再利用施設設置推進要

綱」を制定し、一定の基準を満たす建築物について新築または全面改築する際の水の再

利用施設設置を推進しています。 

  令和 4 年 3 月31日時点の水の再利用施設設置数は50施設です。（教育庁、県警施設含

む） 

※「水の再利用施設」とは、下水処理によって得られた水を、雑用水として利用する目

的で設けた設備などの施設の総称です。 

  

 

 

                   

                                    

  

クローバープラザ          （ １ 階 に 設 置 し て い る ろ 過 装 置 ）
 

 

        

 

 

 

 

九州国立博物館          （ 屋 根 で 集 め た 雨 水 を 貯 留 槽 ま で つ な ぐ 雨 ど い ）  

３  福 岡 県 の 雨 水 利 用 の 取 り 組 み  
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（２）雨水利用推進モニター事業（雨水タンク設置） 

  平成18年度から、個人や学校、事業所や市民農園などを対象に雨水タンクを設置し、

雨水の有効利用及び節水意識の向上を図る事業を実施しています。 

平成26年度からは、「雨水利用推進モニター事業」として、小学校や保育園など、公

共性、環境教育への効果が高く、雨水利用の波及効果が期待される施設への設置を引き

続き進めています。 

 令和 4 年 3 月31日時点のモニター事業による雨水タンクの設置施設数は下表のとおり

です。 

  

個人宅 保育園 小学校 高校・大学 公民館 その他 計

15 18 12 2 7 22 76
 

 

  

 

 

 

 

                   

市 民 農 園 で 雨 葉 ネ ッ ト を 設 置 し た 雨 水 タ ン ク の 例                   

           

（３）雨水利用の事例集の発行 

  令和 2 年度には、雨水利用の普及促進を目的として、県 

内における雨水利用の事例集を作成し、県内市町村等へ配 

付しております。 

  この事例集は、福岡県のホームページに掲載しています。 

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/amamizu-jireishu.html  

雨 葉 ネ ッ ト  
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（４）県内市町村における助成制度 

  雨水貯留タンク設置等に対して、助成制度を設けている市があります。 

  助成対象や金額等、助成内容は市によって異なります。 

また、下表の情報は令和 5 年 3 月31日時点のものですので、詳しくは各市のホームペ

ージをご確認いただくか、担当部局へお問い合わせください。 

 

                            ※令和 5 年 3 月31日時点 

 市 補助割合 タンク容量 助成上限 担当部局

100～500L未満 15,000円

500L以上 30,000円

筑紫野市
購入代金

１／２
30,000円

環境経済部（公営企業）
上下水道工務課
092-923-1111

久留米市
購入代金

１／２
100L以上 30,000円

都市建設部河川課
0942-30-9075

福岡市
購入代金

１／２

道路下水道局管理部
下水道管理課
092-711-4534
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  雨水利用（貯留）施設とは、屋根に降った雨水を貯留し、水資源（雑用水）として活

用するための施設です。 

 

 【雨水利用の概念図】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①集水口  ：屋上の雨水を集水し、雨水配管に流入させる。（ルーフドレイン） 

②沈砂槽  ：雨水とともに流入した粗砂を除去するために設置する。 

③雨水貯留槽：流入する雨水を無駄なく用途先へ供給するための貯留を目的とする。 

④消毒装置 ：処理の最終段階において、雨水利用水を衛生学的に安全な水質にするた

めに設置する。 

⑤雑用水槽 ：給水をするため、処理された水を一時貯留する。 

 

※上記①～⑤の装置は一例です。雨水利用施設の装置、処理フロー等は水質や設置面積

等を総合的に判断し決定する必要があります。詳しくは「雨水利用・排水再利用設備

計画基準・同解説（国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修 ）」 を参考とし

てください。 

※雨水利用施設は維持管理が必要となります。こちらも詳しくは「雨水利用・排水再利

用設備計画基準・同解説」を参考としてください。 

１  雨 水 利 用 （ 貯 留 ） 施 設 に つ い て  

出 典 ： 国 土 交 通 省  

④  

①  

③  ②  ⑤  

沈砂槽  

地盤面  

雨水  

集水口  

消毒装置  

ポンプ  

雑用水槽  雨水貯留槽 

トイレ  
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（１）雨水利用計画表 

 雨水利用（貯留）施設導入にあたっては、建築物の規模及びその所在地の降水量等を

考慮し、最も効率的な雨水利用が可能となる雨水貯留槽容量や、それに応じた上水代替

率を把握することが重要となります。雨水利用計画を作成することで、それらの試算が

可能となります。 

対象の建築物の概要（建築する場所や屋根面積、延床面積、建築物の用途等）が分か

れば、雨水利用計画表を作成することができます。 

概　要　等 備　　　考

計画対象年

降水量観測所

① 年間降水量 ｍｍ

② 集水面積 ㎡

③ 雨水集水量 ㎥／年

④ 全水使用量 ㎥／日

〃（年間） ㎥／年

⑤ 雑用水使用量 ㎥／日

〃（年間） ㎥／年

⑥ 貯留槽容量 ㎥

⑦ 雨水利用可能率 ％

⑧ 雨水利用可能量 ㎥／年

⑨ 上水代替率 ％

⑩ 雑用水代替率 ％

③ 雨水集水量 ：　①×②×流出係数（0.9）／1,000
⑦ 雨水利用可能率 ：　計画線図から読み取った値
⑧ 雨水利用可能量 ：　③雨水集水量×⑦雨水利用可能率％
⑨ 上水代替率 ：　⑧雨水利用可能量／④全水使用量（㎥／年）×100
⑩ 雑用水代替率 ：　⑧雨水利用可能量／⑤雑用水使用量（㎥／年）×100

区分

建築物概要

建築地区

用途

延床面積

規模

施設名

２  雨 水 利 用 計 画 の 概 要  
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（２）雨水利用計画表作成フロー 

  雨水利用計画表は、次のフローに従って策定します。 

 

建築物の決定  建設計画等から計画表記載の必要事項を抽出 

 

降水量の設定  資料編１ページから対応する地区、対象年の降水量を抽出 

 

集水面積の決定  雨水を集める屋根の面積を決定 

 

集水量の算定  降水量と集水面積から雨水の集水量を算定 

 

使用水量の設定  建築規模、建築物の利用人数等から上・雑用水使用水量を設定 

 

貯留槽容量の決定  雨水貯留槽容量計画線図法により貯留槽容量を決定 

 

雨水利用可能量、上水代替率等が算定できる 

 

 



第３章２ 雨水利用計画の概要 

14 

 

（３）雨水利用計画表作成により算出されるデータ 

①雨水貯留槽容量 

建築物の規模やその所在地における降水量を考慮し、最も効率的な雨水貯留槽容量

を算出できます。施設導入に係る規模感やコストの参考となります。 

 ②雨水利用可能率・量 

  ①で算出した貯留槽容量を設置した際に、どれだけの雨水が利用可能か試算できま

す。 

③上水代替率 

  上水使用量のうち、雨水の使用に替えられる割合です。節水効果の参考となり、水

道料金の削減額も試算できます。 

  

また、①の設定によって②、③も容易に算出されるため、貯留槽容量と雨水利用量や

上水代替率との相関を容易に算出することができ、費用対効果の検討も可能です。 

 

（４）雨水利用計画表の適用範囲 

  大規模建築物、中規模建築物、一般戸建て住宅等です。 

 

（５）雨水の用途 

トイレ洗浄水、散水、消火用水などの雑用水です。飲料水や浴用などには使用できま

せん。 

 

（６）水質 

雨水を利用した雑用水の水質は、利用するうえで不快感、衛生上の問題がなく、かつ

設備に影響が生じない水質とします。 
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 以下のデータや算定方法等に基づき雨水利用計画表を作成します。 

 

（１）用途の設定・水質 

雨水利用の用途は、大規模建築物、中規模建築物、一般戸建て住宅等におけるトイレ

洗浄水、散水、消火用水などの雑用水です。 

「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」第２条第１項の特定建築物に該当

する場合の水質管理は、同法第４条に定められる建築物環境衛生管理基準に基づくほか、

建物規模や雨水の利用用途等に応じて適切に水質管理を行う必要があります。 

 

（参考）「建築物環境衛生管理基準」から抜粋 

散水、修景、清掃用水 水洗便所用水 措置回数

残留塩素
検査：７日以内ごとに１回

pH 検査：７日以内ごとに１回

臭気 検査：７日以内ごとに１回

外観 検査：７日以内ごとに１回

大腸菌 検査：２月以内ごとに１回

濁度 2度以下 ― 検査：２月以内ごとに１回

随時

直ちに

備考

雑用水に健康被害のおそれがあることを知った時の給水停止及び関
係者への周知

その他

その他、厚生労働大臣が定める「空気調和設備等の維持管理及び清
掃等に係る技術上の基準」に従い維持管理に努めなければならな
い。

注）供給する水が病原生物に著しく汚染されるおそれがある場合、病
原生物に汚染されたことを疑わせるような生物若しくは物質を多量に
含むおそれがある場合は、給水栓における水に含まれる遊離残留塩
素の含有率を百万分の0.2（結合残留塩素の場合は、百万分の1.5）以
上とすること。

給水栓における水に含まれる遊離残留塩素の含有率を百万分の0.1

（結合残留塩素の場合は、百万分の0.4）以上　　注）

5.8～8.6

異常でないこと

ほとんど無色透明であること

検出されないこと

雑用水の水槽の点検など、有害物、汚水等によって水が汚染される
のを防止するため必要な措置

 

３  雨 水 利 用 計 画 の 作 成  
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（２）降水量 

 降水量は雨水利用計画の基本であり、建築箇所または近接する観測地点の平均降水量

に最も近い降水量年の日降水量データから、利用可能な降水量を算定します。 

本書では、県内の気象庁観測所のうち13観測所を対象として、当該観測所の2002年か

ら2021年までの20年間の平均降水量に最も近い降水量の年を計画策定に使用する基準年

（以下「計画基準年 」） としました。 

降水量の一覧は資料編 1 ページに掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※施設導入にあたり、さらに詳細の施設の能力や規格決定を行う際には、時間雨量データ 

も必要となります。 

 時間雨量データについては、気象庁ホームページをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

地域 観測所 計画基準年

福　岡 2010年

前　原 2009年

太宰府 2004年

宗　像 2014年

八　幡 2010年

行　橋 2018年

久留米 2010年

柳　川 2015年

大牟田 2010年

黒　木 2010年

朝　倉 2010年

飯　塚 2011年

添　田 2011年

福　岡

北九州

筑　後

筑　豊
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（３）雨水集水量の算定 

 ①雨水の集水場所 

雨水の集水場所は、できるだけ汚染されていない雨水を集水するため、原則的に屋

根面とします。壁面からの集水は、屋根と比べて少量となるので対象としません。 

②集水面積 

集水面積は、投影水平屋根面積とします。 

 

③流出係数 

流出係数とは、浸透・蒸発せずに排水される雨水の比率のことです。 

屋根の流出係数は、0.85～ 0.95とされており、採用する係数は0.90とします。 

 

④雨水の集水量 

利用可能な雨水集水量は、年間降水量と雨水の流出係数から次のとおり算定します。 

雨水集水量 [ ㎡ ] ＝集水面積 [ ㎡ ]× 降水量 [mm]× 流出係数 ÷1000  
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（４）使用水量の設定 

 雨水利用における使用水量は、雨水利用施設を設ける建築物の規模、利用人数、用途

によって異なることから、建築物の使用計画等から雑用水としての使用量は決定されま

す。 

  標準的な事務所ビル、一般住宅における用途別使用水量は、次のとおりです。 

  （雨水利用計画表作成の過程で使用します 。）  

 

 

事務所ビルの用途別使用水量 

（㎥／日）

6000㎡ 15,000㎡ 30,000㎡

トイレ洗浄水 9.8 ± 2.0 24.5 ± 5.1 49.0 ± 10.2

手洗・洗面 1.7 4.3 8.6

湯沸かし 3.0 ± 1.0 7.5 ± 2.5 15.0 ± 5.0

厨　　房 10.0 ± 4.0 24.9 ± 10.0 49.8 ± 19.9

掃　　除 0.5 ± 0.2 1.2 ± 0.6 2.4 ± 1.2

厚　　生 0.7 ± 0.2 1.8 ± 0.5 3.6 ± 1.0

合　　計 25.7 64.2 128.4

建物規模（延床）

用
　
途

 

 

 

一般住宅の用途別使用水量の割合（215L／人・日として） 

用　　途 割合（％） 使用水量（Ｌ）

炊　事 18.3 39.3

入　浴 41.7 89.7

手洗・洗面 5 10.8

洗　濯 13.3 28.6

トイレ 14.3 30.7

掃　除 5 10.8

洗車・散水 2.4 5.1

合　計 100.0 215.0  

 

 

…雨水利用計画表の作成に使用します。  
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（５）貯留槽容量の決定 

  雨水貯留槽容量の決定にあたっては、「雨水貯留槽容量計画線図」を使用します。 

 

①雨水貯留槽容量計画線図 

  雨水貯留槽容量計画線図は、雨水貯留槽への流れ込み（雨水の集水と上水の補給）

と流出（雑用水としての使用と満水時のオーバーフロー）を日単位で計算し、 1 年間

の雨水利用量から利用率を算定し、作成します。例として、福岡観測所における計画

基準年（2010年）について作成した雨水貯留槽容量計画線図を下に掲載しています。 

全地区の計画線図は資料編 5 ページ以降に掲載しています。 
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②計画線図の使い方は次のとおりです。 

・ 建築物の屋根の面積（集水面積（Ａ ）） と使用する雑用水使用量（Ｑ）を決定しま

す。 

・ 最も近い降水量観測所の雨水貯留槽容量計画線図を選択します。 

・ 雑用水使用量（Ｑ）／集水面積（Ａ）比（曲線）と目標とする雨水利用率（縦軸）

の交点を求めます。雨水利用率（縦軸）が定率（グラフが水平）になっている場合

は、水平部分の横軸の最小値を採用します。 

・ 横軸の読み値である雨水貯留槽容量（Ｖ）／集水面積（Ａ）の比から、雨水貯留槽

容量（Ｖ）を算定します。（雨水貯留槽容量（Ｖ）が決定します 。）  

・ 雨水利用計画表に諸元等を記入していけば、雨水利用計画が策定できます。 

 

ただし、集水面積に対する雨水使用量の割合が小さい場合に、雨水利用率が 50% 未

満で低率となることもあります。この場合には、貯留槽の容量が小規模になるよう決

定します。 
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 雨水利用計画は、集水面積（Ａ ）、 雑用水使用量（Ｑ）を決定すれば、雨水貯留槽容量

計画線図を利用し、雨水貯留槽容量（Ｖ）が算出できます。 

 建物規模が異なる 3 施設を対象に、所在地を福岡市と仮定して雨水利用計画例を作成す

ると次のとおりです。 

（13地区別で試算した結果を、参考資料編 P.2 ～ P.4 に掲載しています 。）  

 

（１）大規模建築物 

 ①建築物規模・建築概要から全水使用量や雑用水使用量を決定します。 

建築物 大規模施設 事務所  

 延床面積 15,000 ㎡  

 所在地 福岡市  

 集水面積（Ａ） 3,000 ㎡  

 全水使用量 約64㎥／日  

 雑用水使用量（Ｑ） 約25㎥／日 （トイレを想定） 

   ※全水使用量及び雑用水使用量はP.18を参考にしています。 

 ②最も近い降水量観測所の雨水貯留槽容量計画線図を選択します。 

 ③雑用水使用量（Ｑ）／集水面積（Ａ）（曲線）と目標とする雨水利用可能率（縦軸）

の交点を求めます。今回は、目標とする雨水利用可能率を 80% とします。 

   雑用水使用量（Ｑ）／集水面積（Ａ）比 0.008 （＝24／ 3,000 ）の曲線と雨水利用

可能率縦軸 80% 線の交点の横軸の読み値が 0.06となります。 

④横軸の値（雨水貯留槽容量（Ｖ）／集水面積（Ａ ）） から、雨水貯留槽容量（Ｖ）を

算定します。 

   雨水貯留槽容量（Ｖ）／集水面積（Ａ）＝0.06から、 

   雨水貯留槽容量（Ｖ）＝ 180 （＝0.06×3,000）㎥ 

 ⑤以上の結果を雨水利用計画表に記入すると、上水代替率等が計算できます。

４  雨 水 利 用 計 画 の 作 成 例  
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（大規模施設）雨水利用計画表 

概　要　等 備　　　考

〇〇ビル 

大規模 

15,000㎡

事務所 

福岡 

計画対象年 2010年

降水量観測所 福岡管区気象台 

① 年間降水量 ｍｍ 1,729

② 集水面積 ㎡ 3,000

③ 雨水集水量 ㎥／年 4,668 ①1,729×②3,000×0.9／1,000

④ 全水使用量 ㎥／日 64 P.18から

〃（年間） ㎥／年 23,360 ④64×365

⑤ 雑用水使用量 ㎥／日 25 P.18から

〃（年間） ㎥／年 9,125 ⑤25×365

⑥ 貯留槽容量 ㎥ 180 計画線図から算出

⑦ 雨水利用可能率 ％ 80 目標とする率

⑧ 雨水利用可能量 ㎥／年 3,735 ③4,668×⑦80％

⑨ 上水代替率 ％ 15.9 ⑧3,735／④23,360（㎥／年）×100

⑩ 雑用水代替率 ％ 41.8 ⑧3,735／⑤9,125（㎥／年）×100

③ 雨水集水量 ：　①×②×流出係数（0.9）／1,000
⑦ 雨水利用可能率 ：　計画線図から読み取った値
⑧ 雨水利用可能量 ：　③雨水集水量×⑦雨水利用可能率％
⑨ 上水代替率 ：　⑧雨水利用可能量／④全水使用量（㎥／年）×100
⑩ 雑用水代替率 ：　⑧雨水利用可能量／⑤雑用水使用量（㎥／年）×100

区分

建築物概要

施設名

規模

延床面積

用途

建築地区

 

 

 この事務所ビル（大規模施設）では、年間で雑用水として雨水 3,735 ㎥を利用できる計

算になります。すなわち、水道用水 3,735 ㎥を節水することになります。 

 もしくは、既に福岡市雑用水道から雑用水の給水を受けている場合には、雑用水道料金

の節約に貢献することになります。 
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（２）中規模建築物 

 ①建築物規模・建築概要から全水使用量や雑用水使用量を決定します。 

建築物 中規模施設 事務所  

 延床面積 6,000 ㎡  

 所在地 福岡市  

 集水面積（Ａ） 1,000 ㎡  

 全水使用量 約26㎥／日  

 雑用水使用量（Ｑ） 約10㎥／日 （トイレを想定） 

   ※全水使用量及び雑用水使用量はP.18を参考にしています。 

 

 ②最も近い降水量観測所の雨水貯留槽容量計画線図を選択します。 

     

 ③雑用水使用量（Ｑ）／集水面積（Ａ）（曲線）と目標とする雨水利用可能率（縦軸）

の交点を求めます。今回は、目標とする雨水利用可能率を 80% とします。 

   雑用水使用量（Ｑ）／集水面積（Ａ）の比 0.010 （＝10／ 1,000 ）の曲線と雨水利

用可能率縦軸 80% 線の交点の横軸の値が0.04となります。 

 

④横軸の値（雨水貯留槽容量（Ｖ）／集水面積（Ａ ）） から、雨水貯留槽容量（Ｖ）を

算定します。 

   雨水貯留槽容量（Ｖ）／集水面積（Ａ）＝0.04から、 

   雨水貯留槽容量（Ｖ）＝40（＝0.04×1,000）㎥ 

 

 ⑤以上の結果を雨水利用計画表に記入すると、上水代替率等が計算できます。 
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（中規模施設）雨水利用計画表 

概　要　等 備　　　考

〇〇ビル 

中規模 

6,000㎡

事務所 

福岡 

計画対象年 2010年

降水量観測所 福岡管区気象台

① 年間降水量 ｍｍ 1,729

② 集水面積 ㎡ 1,000

③ 雨水集水量 ㎥／年 1,556 ①1,729×②1,000×0.9／1,000

④ 全水使用量 ㎥／日 26 P.18から

〃（年間） ㎥／年 9,490 ④26×365

⑤ 雑用水使用量 ㎥／日 10 P.18から

〃（年間） ㎥／年 3,650 ⑤10×365

⑥ 貯留槽容量 ㎥ 40 計画線図から算出

⑦ 雨水利用可能率 ％ 80 目標とする率

⑧ 雨水利用可能量 ㎥／年 1,245 ③1,556×⑦80％

⑨ 上水代替率 ％ 13.3 ⑧1,245／④9,490（㎥／年）×100

⑩ 雑用水代替率 ％ 34.8 ⑧1,245／⑤3,650（㎥／年）×100

③ 雨水集水量 ：　①×②×流出係数（0.9）／1,000
⑦ 雨水利用可能率 ：　計画線図から読み取った値
⑧ 雨水利用可能量 ：　③雨水集水量×⑦雨水利用可能率％
⑨ 上水代替率 ：　⑧雨水利用可能量／④全水使用量（㎥／年）×100
⑩ 雑用水代替率 ：　⑧雨水利用可能量／⑤雑用水使用量（㎥／年）×100

区分

建築物概要

施設名

規模

延床面積

用途

建築地区

 

 

 この事務所ビル（中規模施設）では、年間で雑用水として雨水 1,245 ㎥を利用できる計

算になります。すなわち、水道用水 1,245 ㎥を節水することになります。 

 もしくは、既に福岡市雑用水道から雑用水の給水を受けている場合には、雑用水道料金

の節約に貢献することになります。 
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（３）一般戸建て住宅等 

 ①建築物規模・建築概要から全水使用量や雑用水使用量を決定します。 

建築物 小規模施設 住宅  

 居住人数 3 人  

 延床面積 120 ㎡  

 所在地 福岡市  

 集水面積（Ａ） 50㎡  

 全水使用量 645L／日 （ 215L×3 人） 

 雑用水使用量（Ｑ） 140L／日 （トイレ・掃除・洗車・散水を想定） 

  ※（ 30.7＋ 10.8＋ 5.1 ） L×3人 

 

 ②最も近い降水量観測所の雨水貯留槽容量計画線図を選択します。 

     

③雑用水使用量（Ｑ）／集水面積（Ａ）（曲線）と目標とする雨水利用可能率（縦軸）

の交点を求めます。 

雑用水使用量（Ｑ）／集水面積（Ａ）の比 0.002 （＝ 0.14／50）曲線は、ほとんど

が水平となっているため、グラフの水平部分の横軸の値の最小値0.06をとります。こ

の場合の雨水利用可能率は 45% となります。 

 

④横軸の値（雨水貯留槽容量（Ｖ）／集水面積（Ａ ）） から、雨水貯留槽容量（Ｖ）を

算定します。 

   雨水貯留槽容量（Ｖ）／集水面積（Ａ）＝0.06から、 

   雨水貯留槽容量（Ｖ）＝ 3 （＝ 0.06×50 ）㎥ 

   なお、横軸の値 0.06から曲線が水平となっており、採用した雑用水使用量（Ｑ）に

対しては一定の雨水貯留槽容量（Ｖ）（ここでは 3 ㎥）で雨水利用可能率が一定とな

ることから、これ以上貯留槽容量を大きくしても無効となることを示しています。 

 

 ⑤以上の結果を雨水利用計画表に記入すると、上水代替率等が計算できます。 
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（一般戸建て住宅等）雨水利用計画表 

概　要　等 備　　　考

一般戸建て住宅 

小規模 

120㎡

住居 

福岡 

計画対象年 2010年

降水量観測所 福岡管区気象台 

① 年間降水量 ｍｍ 1,729

② 集水面積 ㎡ 50

③ 雨水集水量 ㎥／年 78 ①1,729×②50×0.9／1,000

④ 全水使用量 ㎥／日 0.65 P.18から

〃（年間） ㎥／年 237 ④0.65×365

⑤ 雑用水使用量 ㎥／日 0.14 P.18から

〃（年間） ㎥／年 51 ⑤0.14×365

⑥ 貯留槽容量 ㎥ 3 計画線図から算出

⑦ 雨水利用可能率 ％ 45 計画線図から読み取った値

⑧ 雨水利用可能量 ㎥／年 35 ③78×⑦45％

⑨ 上水代替率 ％ 14.8 ⑧35／④237（㎥／年）×100

⑩ 雑用水代替率 ％ 68.5 ⑧35／⑤51（㎥／年）×100

③ 雨水集水量 ：　①×②×流出係数（0.9）／1,000
⑦ 雨水利用可能率 ：　計画線図から読み取った値
⑧ 雨水利用可能量 ：　③雨水集水量×⑦雨水利用可能率％
⑨ 上水代替率 ：　⑧雨水利用可能量／④全水使用量（㎥／年）×100
⑩ 雑用水代替率 ：　⑧雨水利用可能量／⑤雑用水使用量（㎥／年）×100

区分

建築物概要

施設名

規模

延床面積

用途

建築地区

 

 

 以上の結果から、福岡市内の一般戸建て住宅等では、１年間に雑用水として雨水35㎥を

利用できる計算になります。すなわち、水道用水35㎥を節水・節約することになります。 
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【雨水の利用の推進に関する法律】 

       （平成二十六年四月二日） 

           （法律第十七号） 

         第百八十六回通常国会 

            第二次安倍内閣 

改正 平成二七年九月一一日法律第六六号 

     令和三年五月一九日同第三六号 

 

雨水の利用の推進に関する法律をここに公布する。 

雨水の利用の推進に関する法律 

 

目次 

第一章 総則（第一条―第六条） 

第二章 基本方針等（第七条―第九条） 

第三章 雨水の利用の推進に関する施策（第十条―第十五条） 

附則 

第一章 総則 

（目的） 

第一条 この法律は、近年の気候の変動等に伴い水資源の循環の適正化に取り組むことが

課題となっていることを踏まえ、その一環として雨水の利用が果たす役割に鑑み、雨水

の利用の推進に関し、国等の責務を明らかにするとともに、基本方針等の策定その他の

必要な事項を定めることにより、雨水の利用を推進し、もって水資源の有効な利用を図

り、あわせて下水道、河川等への雨水の集中的な流出の抑制に寄与することを目的とす

る。 

（定義） 

第二条 この法律において「雨水の利用」とは、雨水を一時的に貯留するための施設に貯

留された雨水を水洗便所の用、散水の用その他の用途に使用すること（消火のための使

用その他災害時における使用に備えて確保することを含む。）をいう。ただし、次に掲

参 考 資 料  
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げるものにより供給される水の原水として使用することを除く。 

一 水道法（昭和三十二年法律第百七十七号）第三条第八項に規定する水道施設 

二 土地改良法（昭和二十四年法律第百九十五号）第二条第二項に規定する土地改良事

業又はこれに準ずる事業により整備される農業用用水路 

三 工業用水道事業法（昭和三十三年法律第八十四号）第二条第六項に規定する工業用

水道施設 

２ この法律において「独立行政法人等」とは、独立行政法人（独立行政法人通則法（平

成十一年法律第百三号）第二条第一項に規定する独立行政法人をいう。）又は特殊法人

（法律により直接に設立された法人又は特別の法律により特別の設立行為をもって設立

された法人であって、総務省設置法（平成十一年法律第九十一号）第四条第一項第八号

の規定の適用を受けるものをいう。）のうち、その資本金の全部若しくは大部分が国か

らの出資による法人又はその事業の運営のために必要な経費の主たる財源を国からの交

付金若しくは補助金によって得ている法人であって、政令で定めるものをいう。 

３ この法律において「地方独立行政法人」とは、地方独立行政法人法（平成十五年法律

第百十八号）第二条第一項に規定する地方独立行政法人をいう。 

（平二七法六六・令三法三六・一部改正） 

（国及び独立行政法人等の責務） 

第三条 国は、雨水の利用の推進に関する総合的な施策を策定し、及び実施するものとす

る。 

２ 国及び独立行政法人等は、自らの雨水の利用を推進するための措置を講ずるよう努め

なければならない。 

（地方公共団体及び地方独立行政法人の責務） 

第四条 地方公共団体は、その区域の自然的社会的条件に応じて、雨水の利用の推進に関

する施策を策定し、及び実施するよう努めなければならない。 

２ 地方公共団体及び地方独立行政法人は、自らの雨水の利用を推進するための措置を講

ずるよう努めるものとする。 

（事業者及び国民の責務） 

第五条 事業者及び国民は、自らの雨水の利用に努めるとともに、国又は地方公共団体が

実施する雨水の利用の推進に関する施策に協力するよう努めるものとする。 

（法制上の措置等） 
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第六条 政府は、雨水の利用の推進に関する施策を実施するために必要な法制上又は財政

上の措置その他の措置を講じなければならない。 

第二章 基本方針等 

（基本方針） 

第七条 国土交通大臣は、雨水の利用の推進に関する基本方針（以下「基本方針」とい

う。）を定めなければならない。 

２ 基本方針においては、次に掲げる事項を定めるものとする。 

一 雨水の利用の推進の意義に関する事項 

二 雨水の利用の方法（これに係る雨水の貯留の方法を含む。以下同じ。）に関する基

本的な事項 

三 健康への悪影響の防止その他の雨水の利用に際し配慮すべき事項 

四 雨水の利用の推進に関する施策に係る基本的な事項 

五 その他雨水の利用の推進に関する重要事項 

３ 国土交通大臣は、情勢の推移により必要が生じたときは、基本方針を変更するものと

する。 

４ 国土交通大臣は、基本方針を定め、又はこれを変更しようとするときは、厚生労働大

臣その他の関係行政機関の長に協議しなければならない。 

５ 国土交通大臣は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、遅滞なく、これを公

表しなければならない。 

（都道府県方針） 

第八条 都道府県は、基本方針に即して、当該都道府県の区域内における雨水の利用の推

進に関する方針（以下この条及び次条第一項において「都道府県方針」という。）を定

めることができる。 

２ 都道府県方針においては、おおむね次に掲げる事項を定めるものとする。 

一 当該都道府県の区域の自然的社会的条件に応じた雨水の利用の方法（当該方法が地

域ごとに異なる場合にあっては、当該地域ごとの方法）に関する基本的な事項 

二 当該都道府県の区域内における雨水の利用の推進に関する施策に係る基本的な事項 

三 その他当該都道府県の区域内における雨水の利用の推進に関する重要事項 

３ 都道府県は、都道府県方針を定め、又はこれを変更したときは、遅滞なく、これを公

表するよう努めなければならない。 
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（市町村計画） 

第九条 市町村は、基本方針（都道府県方針が策定されているときは、基本方針及び都道

府県方針）に即して、当該市町村の区域内における雨水の利用の推進に関する計画（以

下この条において「市町村計画」という。）を定めることができる。 

２ 市町村計画においては、おおむね次に掲げる事項を定めるものとする。 

一 当該市町村の区域の自然的社会的条件に応じた雨水の利用の方法（当該方法が地域

ごとに異なる場合にあっては、当該地域ごとの方法） 

二 当該市町村の区域内における雨水の利用の計画的な推進に関する施策の実施に係る

事項 

三 その他当該市町村の区域内における雨水の利用の計画的な推進に関する重要事項 

３ 市町村は、市町村計画を定め、又はこれを変更したときは、遅滞なく、これを公表す

るよう努めなければならない。 

第三章 雨水の利用の推進に関する施策 

（国及び独立行政法人等による自らの雨水の利用のための施設の設置に関する目標） 

第十条 国は、国及び独立行政法人等が建築物を整備する場合における自らの雨水の利用

のための施設の設置に関する目標を定めるものとする。 

２ 国土交通大臣は、あらかじめ各省各庁の長（財政法（昭和二十二年法律第三十四号）

第二十条第二項に規定する各省各庁の長をいう。）及び独立行政法人等の主務大臣と協

議して前項の目標の案を作成し、閣議の決定を求めなければならない。 

３ 国土交通大臣は、前項の閣議の決定があったときは、遅滞なく、第一項の目標を公表

しなければならない。 

４ 前二項の規定は、第一項の目標の変更について準用する。 

（地方公共団体及び地方独立行政法人による自らの雨水の利用のための施設の設置に関

する目標） 

第十一条 地方公共団体及び地方独立行政法人は、前条第一項の目標に準じて、当該地方

公共団体及び地方独立行政法人が建築物を整備する場合における自らの雨水の利用のた

めの施設の設置に関する目標を定め、及び公表するよう努めるものとする。 

（普及啓発） 

第十二条 国及び地方公共団体は、災害時における身近な水源としての雨水の有用性を含

め、雨水の利用に関し、広報活動等を通じて普及啓発を図るよう努めなければならない。 
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（調査研究の推進等及び技術者等の育成） 

第十三条 国は、雨水の利用を効果的に推進するため、雨水の利用に係る技術、雨水の利

用のための施設に係る規格等に関する調査研究等の推進及びその成果の普及に努めると

ともに、雨水の利用に関する技術者及び研究者の育成に努めなければならない。 

（特に雨水の利用を推進すべき建築物における雨水の利用の推進） 

第十四条 政府は、特に雨水の利用を推進すべき建築物における雨水の利用のための施設

の設置を推進するため、税制上又は金融上の措置その他の必要な措置を講じなければな

らない。 

（地方公共団体による助成） 

第十五条 地方公共団体は、その区域の自然的社会的条件に応じて、雨水を一時的に貯留

するための施設の新設、不要となった浄化槽の当該施設への転用その他の雨水の利用の

ための施設の整備について、助成を行うよう努めるものとする。 

２ 国は、前項の助成を行う地方公共団体に対し、財政上の援助をするよう努めなければ

ならない。 

附 則 

この法律は、公布の日から起算して一月を超えない範囲内において政令で定める日から

施行する。 

（平成二六年政令第一七一号で平成二六年五月一日から施行） 

附 則 （平成二七年九月一一日法律第六六号） 抄 

（施行期日） 

第一条 この法律は、平成二十八年四月一日から施行する。 

附 則 （令和三年五月一九日法律第三六号） 抄 

（施行期日） 

第一条 この法律は、令和三年九月一日から施行する。 

 

 

 

※その他、国が定めた「雨水の利用の推進に関する基本方針」などは、国土交通省のホ

ームページを参照してください。 

  https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/mizsei/mizukokudo_mizsei_tk1_000068.html  
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